
おわびと訂正	 市報さど8月号の「戸籍の窓」に名前の間違いがありました。
	 正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。
	 うぶごえ	 畑野	 寺田　計良悠熙（はるき）さん　
	 おくやみ	 相川	 相川下戸村　磯西洋子さん
		  相川	 南片辺　監物 江さん 23
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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

金　井 千種 樋　口　遙　人 直人 8.11
　〃 泉 吉　田　はづき 和明 8.12
　〃 中興 鈴　木　羚　生 清臣 8.14
　〃 吉井本郷 後　藤　蓮　亞 文夫 8.15
新　穂 新穂長畝 北　川　優　人 誠貴 7.24
　〃 新穂瓜生屋 神　﨑　璃　夢　 正仁 8.  1
　〃 新穂大野 木　透　まひろ 健 8.  6
　〃 新穂大野 松　本　結　南 俊宏 8.  8
畑　野 畑野 金　子　ほのか 一生 8.  4
　〃 畑野 本　間　　　 啓介 8.19
真　野 真野 長　　　愛　莉 真功 8.  7
羽　茂 羽茂大石 中　原　侑　香 祐文 7.22
　〃 羽茂本郷 今　海　大　樹 一樹 8.  3

両　津 加茂歌代 辻　　　ミ　サ 90 8.  1
　〃 羽吉 松　嶋　榮次郎 73 8.  1
　〃 北松ヶ崎 菊　池　勇　夫 84 8.  3
　〃 秋津 木　下　スミレ 92 8.  4
　〃 岩首 渡　邉　次　郎 87 8.  6
　〃 加茂歌代 渡　邉　　　作 93 8.  7
　〃 住吉 北　　　昭　雄 72 8.  7
　〃 白瀬 辻　　　カヅエ 77 8.  9
　〃 河崎 菊　池　　　孝 70 8.  9
　〃 加茂歌代 渡　邉　ケ　イ 96 8.10
　〃 東立島 端　野　靖　夫 79 8.11
　〃 和木 森　本　　　晃 54 8.12
　〃 加茂歌代 榎　　　キミ子 80 8.16
　〃 椎泊 宇佐美　喜　市 81 8.18
　〃 下横山 山　口　キヨミ 84 8.20
　〃 両津夷 大　平　ツヨ子 86 8.22
　〃 椿 福　岡　勝太郎 88 8.22
　〃 両津夷 土　屋　サチコ 77 8.23
　〃 加茂歌代 小　林　　　清 90 8.25
相　川 下相川 三　浦　シ　ズ 84 7.29
　〃 相川下戸炭屋浜町 山　本　國　守 80 7.29
　〃 北川内 田　中　彌　一 77 8.  1
　〃 二見 坂　下　利　久 43 8.  4
　〃 相川下戸炭屋町 宇　田　一　子 64 8.23
佐和田 河原田本町 西　埜　政　雄 83 8.  4
　〃 真光寺 仲　野　秋　良 93 8.  4
　〃 石田 小　林　シヅエ 93 8.22
金　井 中興 江　口　正　野 87 8.  3

金　井 中興 関　口　賢　久 92 8.13
　〃 平清水 城　鳥　眞里子 57 8.18
新　穂 新穂長畝 仲　澤　　　浩 78 7.30
　〃 新穂井内 石　井　　　敏 83 8.  6
　〃 新穂皆川 金　子　ヤ　ツ 95 8.13
畑　野 畑野 今　井　千鶴子 91 7.29
　〃 畑野 内　田　八重子 93 8.  4
　〃 三宮 　　林　ミツエ 93 8.  5
　〃 畑野 中　川　憲　藏 95 8.  7
　〃 三宮 中　川　吾　市 76 8.12
　〃 小倉 新　井　アイ子 83 8.20
真　野 吉岡 平　野　和　代 89 7.30
　〃 大小 金　子　ス　ヱ 97 8.  7
　〃 吉岡 渡　邉　ミ　ノ 90 8.14
　〃 真野新町 松　井　　三郎 99 8.15
　〃 西三川 藤　井　ハ　ル 92 8.17
　〃 真野新町 本　間　　　孝 83 8.18
　〃 真野新町 山　田　典　夫 92 8.21
小　木 小木 髙　橋　正太郎 93 8.15
　〃 琴浦 石　塚　コ　ヨ 86 8.19
　〃 沢崎 濱　田　秀　夫 67 8.21
羽　茂 羽茂大橋 中　川　行　雄 83 8.  7
　〃 羽茂小泊 金　子　タヅ子 71 8.10
　〃 羽茂本郷 西　村　チ　ヱ 84 8.14
　〃 羽茂大橋 岡　﨑　キヌヱ 83 8.20
赤　泊 大杉 氏　江　昌　己 54 8.13
　〃 徳和 三　嶋　ハ　ツ 85 8.14
　〃 杉野浦 後　藤　マ　ツ 88 8.25

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 7.２9～8.25 届出

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

歳

両　津 旭 三　浦　優　翔 真一 7.25
　〃 原黒 大　倉　　　慶 靖彦 7.28
　〃 長江 小　菅　海　斗 裕貴 7.31
　〃 上横山 甲　斐　裕　翔 正人 8.  3
相　川 相川大浦 柴　田　夏　季 史歌 8.  5
　〃 相川江戸沢町 末　武　瑚　子 義彦 8.  7
　〃 相川下戸村 野　澤　結　鈴 潤 8.11
　〃 相川羽田町 大久保　利　華 州 8.16
佐和田 東大通 米　野　詩　音 真人 8.  5
　〃 八幡 中　山　泰　星 翼 8.  8
　〃 石田 安　藤　奏　翔 秀美 8.10

（まさと）
（けい）
（かいと）
（ゆうと）
（なつき）
（ここ）
（ゆず）
（りか）
（しおん）
（たいせい）
（かなと）

（はると）
（はづき）
（れお）
（れんあ）
（ゆうと）
（りむ）
（まひろ）
（ゆな）
（ほのか）
（れん）
（あいり）
（ゆうか）
（だいき）

　

佐
渡
市
景
観
計
画
に
つ
い
て

佐
渡
市
は
止
ま
ら
な
い
人
口
減
に
対
応
す
る
た
め
、お
客
さ
ま
に
島
外

か
ら
何
度
も
訪
問
し
て
い
た
だ
け
る
し
く
み
が
必
要
で
す
。も
と
も
と

佐
渡
は
美
し
い
自
然
や
景
観
が
有
名
で
観
光
客
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た

が
、高
度
成
長
時
代
に
そ
の
貴
重
な
宝
物
を
生
活
の
便
利
さ・豊
か
さ
の

た
め
に
多
く
を
失
い
ま
し
た
。

佐
渡
市
は
遅
ま
き
な
が
ら
平
成
19
年
３
月
に
景
観
法
に
基
づ
く
景
観

団
体
の
指
定
を
受
け
、世
界
遺
産
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
ト
キ
の
試
験
放
鳥

な
ど「
美
し
く
、環
境
に
や
さ
し
い
島
づ
く
り
」の
後
押
し
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

現
在
景
観
計
画
づ
く
り
の
た
め
、岡
崎
篤
行
新
潟
大
学
工
学
部
准
教

授
を
お
願
い
し
、民
間
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
の
皆
さ
ま
方
と
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、佐
渡
の
海
岸
線
、田
園
地
帯
や
歴
史・文
化
を
感
じ
さ

せ
る
地
区
等
自
慢
で
き
る
景
観
を
守
り
、育
て
る
と
と
も
に
、わ
れ
わ
れ

の
快
適
な
島
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、建
物
、看
板
な
ど
へ
の一定
の
規

制・誘
導
な
ど
も
含
め
た
具
体
的
な
計
画
を
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
と
議
論
を
進
め
、今
ま
で
誰
も
が
望
み
な
が

ら
果
た
せ
な
か
っ
た
美
し
い
島
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
景
観
や
環
境
の
よ
さ
は
人
々
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。観
光
を
始
め

と
す
る
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、環
境
と
経
済
が
融
合
す
る
美
し
い
島
が

実
現
し
ま
す
。

今
月
25
日
に
は
念
願
の
ト
キ
試
験
放
鳥
で
す
。美
し
い
ト
キ
が
羽
ば

た
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
島
づ
く
り
を
合
言
葉
に
、景
観
や
環
境
の
島
づ
く

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


